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 データ集計日：   2012 年 12 月 17 日 

公開情報掲載日：   2013 年 03 月 26 日 

 

本公表データは国内の全医療機関の数値を集計したデータではありません 

 

再集計版 

 

公開情報年報、公開情報四半期報の「主要菌の抗菌薬感受性」において、一部の菌種で集計プログラム

に不具合があり、該当箇所の再集計を行いました。 

 

＜不具合の詳細＞ 

 CLSI2007（M100-S17）で、[S]の基準値のみが設定され[I]や [R]基準値が設定されていない菌種と

抗菌薬において、 [S]以外と判定された菌株が集計対象から除外されていました。その結果、[S]と判

定された検体だけで集計が行われたために抗菌薬感受性割合の[S]が 100％になっていました。 

 下記 6 菌種-抗菌薬について、[S]以外の菌株を「非感性」として集計対象に追加し、再集計を行いま

した。なお、集計時期の違いから、2008 年 1 月～12 月年報（2010 年 12 月 3 日掲載）と再集計版

では、集計対象医療機関数等が異なります。 

 再集計を行った「菌種」－「抗菌薬」の組み合わせ 

Staphylococcus aureus (MRSA)・・・LZD 

Streptococcus pneumoniae・・・VCM 

Streptococcus pyogenes・・・PCG、ABPC、CTX 

Streptococcus agalactiae・・・PCG、ABPC、CTX 

Haemophilus infuluenzae・・・CTX、MEPM、LVFX 

Penicillin resistant Streptococcus pneumoniae (PRSP)・・・VCM 

 

注）2010 年以降は、年報集計時に国内で過去に報告が無い薬剤耐性菌（特殊な耐性を示す菌：カテゴリ

ーA）について、その内容を確認する精度管理作業を実施しております。これまでに報告された該当データ

はすべて誤りである事が確認されており、集計時には修正されております。 

 ただしこの精度管理作業を経ずに集計された 2009 年以前の年報には、Streptococcus pneumoniae

（PRSPを含む）の VCM非感性(NS）および Streptococcus pyogenesの PCG、ABPC非感性(NS）の

報告を認めます。 

 

 



7．主要菌の抗菌薬感受性*

Staphylococcus aureus (MRSA)†

公開情報 2008年1⽉〜12⽉ 年報
院内感染対策サーベイランス 検査部門 

2012年12⽉17⽇

公開情報掲載⽇: 2013年03⽉26⽇

データ集計⽇:

76,056 (99.5%)

S:6,435 (7.3%)

82,291 (99.9%)

87,762 (99.6%)

40,469 (47.7%)

12,641 (15.7%)

S:4,759 (5.7%)

33,260 (38.2%)

I:679 (0.8%)

I:26 (0.0%)

I:354 (0.4%)

21,364 (25.2%)

I:581 (0.7%)

I:717 (0.9%)

I:1,574 (1.8%)

R:417 (0.5%)

80,512 (91.9%)

R:23 (0.0%)

22,955 (27.1%)

67,301 (83.6%)

77,914 (93.4%)

52,255 (60.0%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

GM (N=87,089)

EM (N=83,390)

CLDM (N=80,523)

MINO (N=84,788)

VCM (N=88,116)

TEIC (N=82,340)

LVFX (N=87,626)

ST (N=76,473)

感性(S) 中間(I) 耐性(R)

38,098 (99.8%)
NS:63 (0.2%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

LZD (N=38,161)

感性(S) 非感性(NS)

本公表データは国内の全医療機関の数値を集計したデータではありません

⼊院検体で、かつ検査法が微量液体希釈法⼜はEtestと設定されMIC値が報告されている検体を集計

抗菌薬感受性結果の重複処理(巻末参照)が⾏われている

*⽶国CLSI 2007 (M100-S17)に準拠し、集計時にS, I, RまたはS, NSの判定ができない報告は集計から削除

†菌名コード：1303と報告された菌および菌名コード：1301と報告され抗菌薬コード：1208（オキサシリン）

の感受性結果「R」の菌
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7．主要菌の抗菌薬感受性*

Streptococcus pneumoniae†

公開情報 2008年1⽉〜12⽉ 年報
院内感染対策サーベイランス 検査部門 

2012年12⽉17⽇

公開情報掲載⽇: 2013年03⽉26⽇

データ集計⽇:

15,903 (96.8%)

6,486 (48.5%)

2,335 (13.4%)

11,749 (79.5%)

17,527 (93.6%)

8,046 (38.6%)

I:86 (0.5%)

I:225 (1.7%)

I:540 (3.1%)

I:2,500 (16.9%)

I:745 (4.0%)

8,934 (42.8%)

441 (2.7%)

6,666 (49.8%)

14,535 (83.5%)

522 (3.5%)

453 (2.4%)

3,871 (18.6%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

PCG (N=20,851)

CTX (N=18,725)

MEPM (N=14,771)

EM (N=17,410)

CLDM (N=13,377)

LVFX (N=16,430)

感性(S) 中間(I) 耐性(R)

17,731 (99.7%)
NS:51 (0.3%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

VCM (N=17,782)

感性(S) 非感性(NS)

本公表データは国内の全医療機関の数値を集計したデータではありません

⼊院検体で、かつ検査法が微量液体希釈法⼜はEtestと設定されMIC値が報告されている検体を集計

抗菌薬感受性結果の重複処理(巻末参照)が⾏われている

*⽶国CLSI 2007 (M100-S17)に準拠し、集計時にS, I, RまたはS, NSの判定ができない報告は集計から削除

†菌名コード：1131と報告された菌
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7．主要菌の抗菌薬感受性*

Streptococcus pyogenes†

公開情報 2008年1⽉〜12⽉ 年報
院内感染対策サーベイランス 検査部門 

2012年12⽉17⽇

公開情報掲載⽇: 2013年03⽉26⽇

データ集計⽇:

888 (86.3%)

681 (62.1%)

I:7 (0.7%)

I:6 (0.5%)

134 (13.0%)

410 (37.4%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

EM (N=1,097) 

CLDM (N=1,029) 

感性(S) 中間(I) 耐性(R)

1,082 (99.3%)

1,283 (98.5%)

1,299 (99.2%)

NS:8 (0.7%)

NS:20 (1.5%)

NS:10 (0.8%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

PCG (N=1,309) 

ABPC (N=1,303) 

CTX (N=1,090) 

感性(S) 非感性(NS)

本公表データは国内の全医療機関の数値を集計したデータではありません

⼊院検体で、かつ検査法が微量液体希釈法⼜はEtestと設定されMIC値が報告されている検体を集計

抗菌薬感受性結果の重複処理(巻末参照)が⾏われている

*⽶国CLSI 2007 (M100-S17)に準拠し、集計時にS, I, RまたはS, NSの判定ができない報告は集計から削除

†菌名コード：1111と報告された菌
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7．主要菌の抗菌薬感受性*

Streptococcus agalactiae†

公開情報 2008年1⽉〜12⽉ 年報
院内感染対策サーベイランス 検査部門 

2012年12⽉17⽇

公開情報掲載⽇: 2013年03⽉26⽇

データ集計⽇:

6,011 (77.2%)

6,433 (76.1%)

I:116 (1.5%)

I:158 (1.9%)

1,661 (21.3%)

1,858 (22.0%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

EM (N=8,449) 

CLDM (N=7,788) 

感性(S) 中間(I) 耐性(R)

5,785 (97.7%)

9,775 (97.1%)

9,266 (95.2%)

NS:138 (2.3%)

NS:291 (2.9%)

NS:472 (4.8%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

PCG (N=9,738) 

ABPC (N=10,066)

CTX (N=5,923) 

感性(S) 非感性(NS)

本公表データは国内の全医療機関の数値を集計したデータではありません

⼊院検体で、かつ検査法が微量液体希釈法⼜はEtestと設定されMIC値が報告されている検体を集計

抗菌薬感受性結果の重複処理(巻末参照)が⾏われている

*⽶国CLSI 2007 (M100-S17)に準拠し、集計時にS, I, RまたはS, NSの判定ができない報告は集計から削除

†菌名コード：1114と報告された菌
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7．主要菌の抗菌薬感受性*

Haemophilus influenzae†

公開情報 2008年1⽉〜12⽉ 年報
院内感染対策サーベイランス 検査部門 

2012年12⽉17⽇

公開情報掲載⽇: 2013年03⽉26⽇

データ集計⽇:

5,870 (97.9%)

9,488 (77.4%)

6,377 (74.0%)

7,427 (64.8%)

7,841 (45.4%)

I:28 (0.5%)

I:2,261 (18.5%)

I:3,287 (19.0%)

R:99 (1.7%)

504 (4.1%)

2,245 (26.0%)

4,029 (35.2%)

6,153 (35.6%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ABPC (N=17,281)

SBT/ABPC (N=11,456)

CVA/AMPC (N=8,622) 

CAM (N=12,253)

TC (N=5,997) 

感性(S) 中間(I) 耐性(R)

16,043 (98.8%)

14,274 (93.6%)

14,336 (96.9%)

NS:194 (1.2%)

NS:980 (6.4%)

NS:456 (3.1%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

CTX (N=14,792)

MEPM (N=15,254)

LVFX (N=16,237)

感性(S) 非感性(NS)

本公表データは国内の全医療機関の数値を集計したデータではありません

⼊院検体で、かつ検査法が微量液体希釈法⼜はEtestと設定されMIC値が報告されている検体を集計

抗菌薬感受性結果の重複処理(巻末参照)が⾏われている

*⽶国CLSI 2007 (M100-S17)に準拠し、集計時にS, I, RまたはS, NSの判定ができない報告は集計から削除

†菌名コード：3201, 3202, 3203, 3205, 3208, 3211, 3214, 3217, 3220, 3223と報告された菌
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7．主要菌の抗菌薬感受性*

Penicillin-resistant Streptococcus pneumoniae (PRSP)外来患者対象†

公開情報 2008年1⽉〜12⽉ 年報
院内感染対策サーベイランス 検査部門 

2012年12⽉17⽇

公開情報掲載⽇: 2013年03⽉26⽇

データ集計⽇:

10,312 (98.1%)

3,476 (44.2%)

S:753 (6.4%)

7,091 (73.6%)

11,893 (91.8%)

I:37 (0.4%)

I:138 (1.8%)

I:487 (4.2%)

2,232 (23.2%)

I:725 (5.6%)

10,796 (73.5%)

R:158 (1.5%)

4,248 (54.0%)

10,488 (89.4%)

R:316 (3.3%)

338 (2.6%)

3,887 (26.5%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

PCG (N=14,683)

CTX (N=12,956)

MEPM (N=9,639) 

EM (N=11,728)

CLDM (N=7,862) 

LVFX (N=10,507)

感性(S) 中間(I) 耐性(R)

12,897 (99.7%)
NS:45 (0.3%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

VCM (N=12,942)

感性(S) 非感性(NS)

本公表データは国内の全医療機関の数値を集計したデータではありません

外来検体で、かつ検査法が微量液体希釈法⼜はEtestと設定されMIC値が報告されている検体を集計

抗菌薬感受性結果の重複処理(巻末参照)が⾏われている

*⽶国CLSI 2007 (M100-S17)に準拠し、集計時にS, I, RまたはS, NSの判定ができない報告は集計から削除

†菌名コード：1131と報告され抗菌薬コード：1201（ベンジルペニシリン）の感受性結果「I」「I or R」「R」

の菌
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